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今日は学調テストお疲れさまでした。自分の実力は出し切れましたか？ 

さて、1 学年は、学年目標として、『一往直前』（何があってもおそれず、目の前の

ことに素直にひたむきに努力すること）を掲げてきましたが、新年になって新型コロナ

ウイルスは収まるどころか首都圏を中心に緊急事態宣言が出されるぐらいの増加をみせ

ている状況ですし、例年でも寒い時期で、風邪やインフルエンザが流行する頃なので、

いずれにしても、今年も三密をさけ、マスクをし、換気や手洗い、うがいをし、病気にならないように

ひたむきに取り組んでいくことが求められる 1 年になりそうです。大変な日々がまだまだ続きますが、

なんとなくこの状況に慣れて、驚くこともなくなってきている意識を今一度もっていきたいですね。 

また、凡事徹底（特にあいさつ）、挑戦、仲良く協力という３つの重点を掲げてきました。この中で

あいさつについては、年度当初よりだいぶ良くなっていると思います。朝昇降口でこちらがあいさつし

てもできていない人はほとんどいません。でも、これは当たり前のことです。当たり前のことを徹底す

るために、3 学期はさらに高いレベルを要求していきたいです。それは、相手があいさつをする前にあ

いさつをすることです。これはなかなか難しいことで、相手のことをよく見てタイミングを計らなけれ

ばいけないし、常にあいさつするのだと意識していないとできないことです。朝の様子だと、まだ 1 割

程度できているかどうかというところです。最終的には、

3 年になるころには皆さんには、磐周一と呼ばれるくらい

のあいさつの達人を目指してほしいので、この３学期に半

分以上の人ができるようになるといいですね。このような

話を 3学期の始業式に皆さんにお話ししましたが、その後

数日間朝の昇降口で意図的に、私から先にあいさつをせず、

皆さんの側からあいさつできるかを待ってみましたが、こ

ちらが思っている以上に８割方の生徒がちゃんとできてい

ました。始業式で話した内容をちゃんと受け止めてくれた

と嬉しく思います。 

嬉しいと言えば、年末にこのような新聞記事（右写真）

を見ました。志インタビューで講師としてお見えになった、

豊田中 OB でもある市川勝己さんが、志インタビューのこ

とについて投稿されたものです。この文面の中に「恩返し

のためにみんなを笑顔をするために働く、とてもすてきな

ことだと思いました」という 1年生の生徒のメッセージが

ありました。1 年生が志で学んだこと、それに対するお礼

の思いが講師の方々に伝わっているんだということがとて

もうれしいなと感じました。あいさつも同じことだと思い

ます。豊田中の生徒の皆さんは、このように地域に育てて

いただいている存在なのです。その思いを短い時間できち

んと表現できるのがあいさつと言えますね。 
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これも、始業式の中で紹介した話ですが、私自身はとても興味深い記事だったので、改めて載せてみ

ます。１月５日の中日新聞朝刊に載っていた記事です。 

 スポ GOMI を広める馬見塚（まみづか）健一さんという人がいて、この人が趣味として始めた朝のラ

ンニング中のごみ拾いを、ある時スポーツのように「スピードを落とさずに拾う」や「片手だけで拾う」

のようにルールを決めてやってみると、汚いもののはずのごみがターゲットに思えて、拾うのが俄然楽

しくなってきたという話です。すごいのは、それが、今では「スポ GOMI 甲子園」なんていう全国大会

まであったり、海外でも数カ国でスポーツとしてのごみ拾い大会まであったりするのだそうです。環境

問題はとても大事ですけど、堅苦しく考えると広まらないし、なかなか続いていかないことでも、この

ように見方を変えたり、工夫したりすれば、こんなにも盛り上がれるのだということです。道徳でもご

みの話の題材がありました。町にごみがあふれているけど、ごみ箱を設置したほうがいいのか、逆に設

置すると別のごみまで捨ててしまって困るというどちらとも言えない中で、皆さんはどうするかという

話でした。この問題にもこんな解決方法もあるってことが言えます。また、2 学期の志の時間に視聴し

た、TED×Talk の荒川祐二さんの「一歩前に踏み出す勇気」という映像の内容も荒川さん

がごみ拾いから始めて自信を深めたり、人的交流を増やしていったりという話でした。こ

ういうことは、すべてはつながっているなあと感じています。この記事の中で馬見塚さん

は、「町からごみが消えれば、この競技は成り立たない。最終目標はスポ GOMI がなくな

ることかな。」と答えています。そうなったらすごいことですよね。こんな見方や考

え方を持てる人になりたいし、常にそんな心持ちでいたいなと思っています。 
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